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増殖細胞核抗原 くP C N A l 免疫染色に よる

胃癌 細胞 増殖能の 検討

金沢大学医学部病理学第
一

講座 く主任 こ 中西功夫教授ン

高 長

中 西 功 夫

く平成3 年 9 月2 4 日 受付う

39 才以 下 の 若年者胃癌1 5 症例 と70 才以 上 の 老年 者胃癌15 症例 の 胃癌細胞増殖能 を ， 増殖細胞核抗

原くp r olif e r a ti n g c ell n u cl e a r a n ti g e n ， P C
N A，に 対す る モ ノ ク ロ

ー

ナ ル 抗体 を用 い た免疫組織学的染色法

で検定 し ， 特 に ． 年 齢 組織型と の 相関に つ い て検討 した ． 癌細胞 の P C N A 陽性率 は若年者群 ， 粘膜固

有層 で は28 ．9 0 士22 ．5 9 ％
． 粘膜下層で は23 － 4 0 士 2 4 ． 0 8 ％ ， 老年者群の そ れ は28 ． 3 2 士1 5 ． 48 ％ －

2 6 ． 0 2 士

鉦 7 1％ で あり ， 有意差 は な か っ た ． 組織型 で 比 較検討 す る と ， 若年者群の 印環 細胞型胃癌は他の 型の 胃

癌に 比 べ 有意 に P C N A 陽性率 が低値で あ っ た 一 粘膜下層に お け る P C N A 陽性率 は粘膜固有層 に お ける

それ よ り も低値の 傾向が ，
ま た

，
分化型 管状腺病 や乳頭腺病 が低分化腺癌 に 比 べ 高値 の 傾向 が あ っ た

が
，
そ れ ぞ れ の 変異係数が大 き く有意差 は なか っ た ． こ の こ と は癌細胞 が不規臥 不均等 な増殖 をする

こ と を示 して い る もの と考 え られ る ．

K e y w o r d s g a st ri c c a r c in o m a ， i m m u n oh
ist o ch e m ic al st a in in g ， eld e rly

y o u n g p e rs o n s ， p
r Olif e r at in g c e11 n u cle a r a n tig e n ， P C N A

餌Id

日本 に お ける 死因の 第
一

位 は ， 昭和56 年以 来 ，
悪 性

新生物くが んI で あ り ，
こ の う ち 胃癌 は男2 5 ． 4 ％ ，

女

22 ． 5 ％と第 一 の 割合 を占め て い る
1I

． 胃 癌 の 予 後 は 病

期 に 最も左 右 され ても1 る こ と は周知 の事実で あ る が ，

癌細胞の増殖能 ， 血 管浸潤能 な どの 細胞生物学的性質

も痛 も進展に 深く かか わ っ て い る も の と推定さ れ る ．

近年 ， 組織切 片上 で 細胞増殖能 を検討 す る方法と し

て 仁
3
Hj －th ym id in e や b r o m o d e o x y u ri d in e くB r d Ul で

標識 し，
S 期細胞 を同定す る 方法 に 加 え て ，

龍 一6 7 ， 増

殖 細 胞 核 抗 原 くp r olif e r a t in g c ell n u c le a r an ti g e n ，

P C N A l ， D N A ポリ メ ラ ー ゼ a な ど核分裂 に 深 く 関与

する 抗原 を， そ の モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体 を用 い て 検出す

る こ とが 可能と な っ て き た
21
． 特 に ホ ル マ リ ン 固定 ，

パ ラ フ ィ ン 切片で 染色可能 な抗 P C N A 抗体 を用 い る

方法 は
a，4I

， 蓄積さ れ た外科的手術材料 を用 い て 細胞増

殖能 を評価 しう る 極め て有 用 な 手段 を提供 し て い る ．

A b b re v ia ti o n s こ B rd U ，b r o m c xl e o x y u ri d in e

そ こ で 本研究で は ， 最近市販 さ れ た ク ロ
ー ン P C lO 航

P C N A モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体1 を 用 い て老年 者と若年者

の胃癌 に つ き ．
胃癌細胞の P C N A 陽性率を検定し ，

年齢や 組織塾と の 関連 を検討 した ．

対象 お よ び方法

材料は ， 金沢 大学医学部第
一 病理 学教室検査部で取

扱 っ た 外科手術胃癌症例30 例 で あ る ．

3 9 才以 下の 若年者胃癌15 例 は19 8 2 年 3 月か ら19 90 年

8 月 ま で
，
また ，
7 0 才以 上 の 老年者胃癌15 例は1989 年

2 月 か ら1 9 9 1 年 5 月 ま で の 間 に 検索さ れ た症例の中か

ら後述 の P C N A 免疫染色性 の 良好 な例 を選んで用
い

た ． 3 0 症例 の 臨床病理学的事項 に つ い て は胃癌取扱
い

規 紆
，
に 準 じて 記配 分類 し， 表 1 に 示 した ． 各症例の

代表 パ ラ フ ィ ン 切 片 に つ き h e m a t o x yl in
．

e o s in t H
．EI

染 色
， p e ric xli c a cid S c hif f くP A Sl

－ ア ル シ ャ ン プ
ル p

ニD A B ， di a m in o b e n z id in e 牒
．E

，
h e m at o x yl in

－ e OS in i

m u c
，
m u C in o u s ad e n o c a r c in o m a i p a p ， p a p nl ar y a d e n o c a r c in o m a ニ P A S ， p e ri od

ic a cid S c hiffニ

P C N A ， p r Olif e r at in g c e n n u cle 訂 a n tig e n s p o r ， p O O rly d U f e r e n t
i at e d t u b ul a r a d e n c c ar c in 0 吼
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－ E st a in e d an d P C N A －i m m u n o s t a in e d p r e p a r at e s in

n o r m al m u c o s a くA a n d Bl ， W ell d iff e r e n ti a t e d t u b u l a r a d e n o c a r c in o m a くC an d D ， C a s e 4
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d iff e r e n ti a t e d ad e n o c a r c in o m a くI an d J ， C a s e 8 in y o u n g g r o u pI ， m u C in o u s a d e n o c

O m a くK an d L ， C a s e 2 in eld e d y g r o u pl an d si g n et ri n g c ell c a r c in o m a くM a n d N ， C a s e

1 2 in y o u n g g r o u pJ ． X l O O



P C N A 免疫染色 に よ る胃癌細胞増殖能の 検討

くpfn ．5J 染色と ， 以下の P C N A 免疫染色を施行 し た 一

P C N A 免疫染色 二 脱 パ ラ フ ィ ン切 片に つ き0 － 1 ％ ア

ザイ ドと0 ．3 ％過酸化水素水で非特異的反応 を阻害 し

た． 次に ，
抗 P C N A モ ノ ク ロ ナ

ー ル 抗体くP C l O ， マ ウ

ス Ig G ，
D ak o p ott s ， 加 n

m a r k
，
よ り購入ンを500 倍 に 希

釈した
一 次抗体に 冷室 ，

一 晩浸漬 した ． 二 次抗体 は ビ

オテン化抗マ ウス I g G くV e c t o r L a b o r at o ri e s ， B u rl in g
－

a m e ， C A ， U S A I を40 0 倍 に 希釈 して 用 い ，
3 0 分間 ，

つ

い で Str e pt a V id in
．b i o t in p e r o xid a s e c o m pl e x に3 0分浸

漬後 dia m in d b e n zid in e くD A Bl で発色 さ せ た 一 核 染色

はメ チル グリ
ー ン を用 い た ． P C N A 免疫 染色性の良否

は
，
胃粘膜腺頸郡 上皮細胞核 また はリ ン パ 濾胞 の明中

心芽細胞が同
一 切片に お い て強陽性 を示 す 場合 を， 染

色良好症例と判定 した ． 各症例の 代表切片に つ き粘膜

固有層と粘膜下層の明ら か な浸潤部位 で それ ぞれ 明瞭

な組織型を呈 す る領域 を選 んで 癌細胞の P C N A 陽性

率を算定した ． 算定に あ た っ て は
一 定領 域の 癌細胞集

団の P C N A 陽性細胞 を少 なく と も100 個 ， また は
，
特

に 陽性細胞が少 ない 場合に は P C N A 陰 性癌細胞 を含

め100 個以上 数え て その 陽性率を算定 し た ． 各群間 の

有意差の検定に は S t u d e n t t 検定 を用 い た ．

なお
， 代表切片 に 適当な組織型 を と る腫瘍細胞群が

977

見当た らな い 場合
， 例 え ば ， 潰瘍底 とか 粘膜固有層で

組織像が大き く 修飾 され て い る場合 に は P C N A 陽性

率を算定 しな か っ た ．

成 績

本研究で用 い られ た30 症例の 臨床病理学的事項 ， な

ら び に P C N A 陽性率 ， 若年者胃癌群と老年齢者胃癌

群に お け る平均値 と標準偏差 は表 1 に 示 す 通 り で あ

る ． 両群間 に 有意差 は な か っ た ． 表 1 に 示 す よう に 正

常粘膜 の腺窟 上 皮 の P C N A 陽性 率 は 若年者群 で

36 ．6 0 ％
，
老年者群で37 ． 3 5 ％で あ っ た ． P C N A 陽性細

胞は正 常粘膜で み る と図 1 A － B に 示 す よ う に ， 腺頸

部増殖帯 に ほ ぼ限局 して い た ． しか し
， 表層細胞 に 近

い 腺筒上皮 に も 弱陽性を示 す細胞 が認 めら れ た ．

代表 的組織 に お ける P C N A の 免疫染色 と H ． E 染色

像 を対比 し ， 図1 ， C － D に 高分化型管状腺痛くt u b ul ar

a d e n o c a r c in o m a
，
W e11 diff e r e n ti a t e d

，
t u b lJく老年者群 ，

症例4 I ， E － F に 乳頭腺病 くp a pill a r y ad e n c xI a r C in o m a ，

p a p H 老年者群 ， 症 例 9 I ， G － H に 申分化型管状腺痛

くt u b ul a r a d e n o c a r c in o m a ， m O d e r a t ely d iff e r e n ti a t e d ，

t u b 2 H 老年 者群 ， 症例 い， l －J に 低 分化腺病くp o o rl y

diff e r e n ti a t e d t u b u l ar ad e n o c a r c in o m a
， p O r H 若 年 者

T a b l e 2 ． C o r r el a ti o n b e t w e e n h is t ol o gi c al s u b ty p e s a n d P C N A l a b elli n g i n

g a s tri c c a r ci n o m a

H i s t olo gi c al s u b t y p e s M u c o s a p r o p r la S u b m u c o s

m e a n 士S D くnl m e a n 士S D くnl

T h e y o u n g g r o u p

t u b ．＋ t u b 2 62 ．4 3 士 1 ． 7 2

P O r 32 ．7 3 士16 ． 6 2

Si g 5 ．4 5 士 6 ． 0 3

48 ．0 0 く1つ

25 ． 9 7 土7 ．6 0 く7つ

3 ．1 0 く1つ

1 ． 柑 く1つ

T h e eld e rly g ro u p

P a p

t u b ．＋t u b 2

p O r

m u C

4 2 ．4 2 士1 3 ． 3 3 く2コ

テ三三三三き三き三三－
－

．

23 ． 01 士 0 ． 4 8 く2つ

41 ． 1 5 土 9 ． 1 3 く3つ

14 ． 9 1 士 7 ． 93 く3つ

19 ． 9 2 士 9 ． 3 6 く3つ

29 ． 1 6 土1 5 ． 7 0 く2つ

T h e to ta l

P a p

t u b l ＋t u b 2

p O r

m u C

Si g

4 2 ， 4 2 士13 ． 3 3 く2つ

36 ． 7 8 士19 ． 1 4 く9つ

28 ． 9 2 士17 ．5 3 く9つ

23 ． 0 1 士 0 ．4 8 く2つ

5 ． 4 5 士 6 ．0 3 く4つ

41 ． 1 5 士 9 ．1 3 く3つ

23 ． 1 9 士15 ．8 9 く4つ

24 ． 1 6 土12 ． 8 6 く1 の

2 0 ．4 7 土17 ． 7 5 く3つ

1 ． 1 8 く1つ

奪 P く0 ．0 5 くS t u d e n t t －t e S tl
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乳 癌 例8 1 ， K
－ L に 膠様腺痛くm u c in o u s a d e n o c a r c in

－

o m a ， m u C H 老年者 臥 症例 2 1 ， M
． N に 印環細胞癌

くSig n e t
－

r in g c ell c a r c in o m a ， Sigl 借 年者乳 症例121 を

示 した ． 各組織型 に お け る P C N A 陽性率 を若年者私

宅年者群 ，
お よび それ ら の 合計 で 比 較 し ， S t u d e n t t

検定で有意差の有無を調 べ る と表 2 の 如く で あ る ． p

く0 ． 0 5 で有意善が認め られ る の は ， 若年者群で ， 粘膜

固有層内分化型くt u b l ＋ t u b 21 と低分化型くp o rl 腺癌の

間と ， 印環細胞癌くsi gl と 他の 型の 胃癌 と の 間で あ っ

た ． 老年 者群 で は粘膜固有層内分化型くt u b l 十 t u b 21

と 低分化型くp o Tう 癌お よ び粘膜下層の浸潤部 に お け る

乳頭腺病くp a pl と 分化型管状腺痛くt u b l ＋ t u b 21 との

間に 有意羞が認め ら れ た ． 若年 者群 と老年者群の組織

型や浸潤部位 に お ける 比 較 で は若年者群低分化腺痛

くp o rJ と 老年者群乳頭腺痛 くp a pI の 粘膜 下層領域 に お

い て の み有意羞 を認 めた ． 組織 型別に 合 わせ て比 較 し

て み る と ， 印環細胞癌くsi gl の み 他の塑 の胃癌 よ り 有

意に P C N A 陽性率が低値 であ っ た ． 全体と し て は ，

P C N A 陽性率 は粘膜固有層が 粘膜下層 よ り 高値 で あ

る こ と
，
ま た

，
分化型腺病くp a p ， t u b l ＋ t u b 21 は低分

化腺病くp o工うに 比 べ P C N A 陽性率が 高 い よう に み える

が
，
両者間に 有意差は な か っ た ． 組織型の 違い に 拘ら

ず症例毎に P C N A 陽性率の ばらつ き ． 即 ち ， 変異 係

数が大き く ， 癌細胞の不規則 ， 不均 等な増殖能 をう か

が わ せ るも の で あっ た ．

考 察

今回著者 ら は P C N A に 対する モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体

を用 い て免疫組織学的に 胃癌細胞 の増殖能 を検討し て

み た と こ ろ
，
用印環細胞癌 くsi gナ は他 の型 に 比 べ 有 意

に P C N A 陽性率が低 い こ と ， ほ鳩且織型や年齢 ，
部位

に 拘 らザ P C N A 陽性率 は ばら つ きが 大き く ， 変 異係

数が大き い こ と ， ほ1老年 者胃癌と若年者胃癌 と の 間 に

は有意羞 は ない こ と ， く41分化型腺病 くp a p ， t u b l ＋ t u
－

b 21 は低分化腺痛くp o rいこ比 べ P C N A 陽性率が 高い 傾

向に ある こ と ， 制粘膜固有層 で の 癌細胞 は粘膜下層の

そ れよ り も 陽性率が高い 傾向に あ る と い う 結果が得 ら

れ た ． こ の よ う な成績を どの よ う に 評価 す べ き か に つ

い て は 二
，
三 の 問題点が指摘 さ れ よう ．

第
一

に は P C N A は増殖細胞 マ ー カ ー と な り う る か

と い う こ とで あ る ． P C N A は1 9 7 8 年 M iy a c hi ら
61
に

よ っ て 全 身性 エ リ テ マ ト ー デ ス くS y St e m i c l u p u s

e r yth e m at o s u s ， S L El 患者の 自己抗体 に 反応す る 増殖

細胞核抗 原くP C N Al と し て 見 い 出 さ れ ， そ の 後

B r a v o ら
刀
らに よ っ て別途 に 見い 出さ れ て い た増殖細

胞核内 に発現 す る3 6K D の 酸性蛋白質 c y cl in と 同
一

で

あり ， 機能的 に は D N A ポ リ メ ラ
ー ゼ げ の 補助因甲

で あ る こ と が 知 ら れ て い る ． こ れ ま で の 研究 で

P C N A J c y cl in は細胞増殖サ イ ク ル の G l 後期か らS 期

に か けて核内に 蓄積
8 ト 1 0，
し
， 免疫 組織学的に は こ の細

胞増殖 サイ ク ル の 細 胞核 に 強 く 陽性 に 染 め出さ れ

る
佃 1 い12I

と い う 特徴 が 示 さ れ て い る ． しか し ， ホル マリ

ン 固定 ，
パ ラ フ ィ ン 切片 に 応用 さ れ る抗 P C N A 抗体

の 免疫染色性 は必 ず し も安定 して い る と は い えないこ

と が指摘 され て い る
13－14 1

， 事 実． 著者 らも 今回の30症例

を選別す る際 ， リ ン パ 濾胞内明中心芽細胞核または胃

粘膜腺頸郡上皮細胞核 が強陽性 に 染 ま ると い う条件の

も とで 症例 を選び出さ な け れ ば な ら な か っ た ． また
，

P C N A 弱陽性 を どの よ う に 取扱 う か と い う 問題 にも

直面 し た ．
P C N A I c y cl in 蛋白 は比 較的 に 安定で20時

間 は核内に 留 ま る こ と
1 町
や
．

．
G 2 期やM 期 に も低値な

が ら存在 す る
川
こ と か ら今 回の 検索で は弱陽性の免疫

反応性 を示 す細胞 を陽性 と判定 し ， G O 期 以外の 細胞

増殖 サ イ ク ル に 入 っ て い る癌細胞 と み な した 一 P C N A

の 抗原性は ホ ル マ リ ン 固定 よ り も メ タ カ ル ン固定に

よ っ て 保存さ れ る と い わ れ て い る
川

． G o w n ら は腫瘍

細胞増殖能 をメ タカ ル ン 固定の41 症例 に つ き ． P C N A

に 対す る マ ウ ス 工g M モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体 ，

19 A 2 を用

い て免疫組織学的半定量的方法 と フ ロ
ー サイ トメ ト

リ ー の結果 を比較 し て 両者 は よ く 相関 し た こ とを報

告
111
し て い る ． 教室 の 0 0i ら くH u m an P ath ol o g y 投稿

． 受理1 は ， 内分泌塾胃癌細胞が細胞増殖能を保持し

て い る の か どう か を メ タ カ ル ン 固定胃痛 5 症例につ き

ク ロ モ グラ ニ ン A と P C N A 抗体く19 A 2I の 二 重染色で

検定 した ． その 結果 ，
癌細胞 の P C N A 陽性率は24 －5

士1 9 ． 5 － 3 7
，
3 士1 5 ． 2 で あ り， ク ロ モ グ ラ ニ ン A 陽性の

癌細胞 は P C N A 陰性 で あ っ た ． P C N A 陽性率は今回

の ホ ル マ リ ン固定 の 症例 と大差 はな く ， ま た今回用い

た P C l O の モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体 は ホ ル マ リ ン固定リン

パ 腰細胞 で Ki －6 7 と対比 しう る染色性 をも っ ているこ

と
4－
か ら

， 固 定 条件 の 良 い 症例 を 用 い る ならば

P C N A を細 胞増殖 マ
ー

カ
ー

と し て 評価 しう るも のと

考 え られ る ．

第 二 の 問題 は ， 印環細胞癌くSigl の P C N A 陽性率が

有意 に 低い の は みせ か けな の か どう か と い う こ とであ

る ． 印環 細胞癌 の 細胞核 は半月状で核自体が か なり小

さ く ， 相対 的に P C N A の 蓄積が 少な い の か もしれな

い ． ま た
， 細胞 内粘液 の た め に 核が 圧排さ れ， P C N A

の エ ピ ト ー プが マ ス ク さ れ て い る の か も しれない ． し

か し
， 粘液 産生 の 著 しい 膠様腺癌 に お い て も PC

N A

免疫染色 を十分評価 しう る こ と や ， 経験的に 蛋白分解

酵素の前処置は免疫反応性 を低下 さ せ る こと から I
細

局



P C N A 免疫 染色に よ る胃癌細胞増殖能の 検討

胞質内の粘液が抗原性 を
ブ ロ ッ ク し て い る と は思 え な

い ．
T s u t s u m i ら

16，
は

，
D N A ポ リ メ ラ

ー

ゼ a に 対 す る

モノ ク ロ ナ
ー ル 抗体を用 い て 各種癌 を検討 し ， こ の 中

で腺癌の1 8 ％は ，
1 0 ％以 下の 陽性率 を示 し た と報告 し

てい る ． 内分泌型細胞 へ 分化し た癌細胞 は P C N A 陰

性であ り ， G O 期の 細胞 と み な し う る
こ と く0 0i らI

や
，
もとも と Sig 癌は低 分化腺病 の 特殊型 と い う 性格

をもっ て い る の で ，
P C N A 陽性 率の 極 め て低 い GO 期

の特殊な分化を示 す細胞系列と解 し て も良
い の か も し

れない ．

今回の 検索の目的の
一 つ と し て

，
分化型 腺病の 多 い

老年者の 胃癌
冊 印
は細胞増殖 と い う 点 で 若年者の 胃癌

と異な っ て い るか どう か と い う点 に あ っ た ． し か し ．

粘膜下層に お ける 若年者 の p o r と 老 年 者 の t u b l 十
－

tu b 2 と の 間に P C N A 陽性率で ． 有意 な差 は認 め られ

なか っ た ． む し ろ ， 若年 者の p o r に 比 べ 老年者 p a p が

有意に P C N A 陽性率が 高 い と い う 結果で あ っ た ．

一

般に老年者胃癌と若年者胃癌 の 相対生存率 は変わ ら な

い
瑚
と い われ て い る ． 従 っ て 今回 の 成績 と 矛盾 は な さ

そうである ． こ の 中で p a p 癌 に お け る P C N A 陽性率

が高値で ある こと は p a p 癌 の 血管浸潤能 と関係 の あ

る こ とか も しれ な い ． し か し
，
こ の 点 に つ い て は

p ap 症例が 3 例で あ り ， 今後症例数 を増 し て確認す べ

きものと考 えられ る ．

第三 の問題 は ， 粘膜 固有層の癌細胞が粘膜下層の 癌

細胞よりも 高い P C N A 標識率 を示 す こ と で あ る ．
こ

れは有意差は な い も の の 一 見 矛盾 す る よ う に 思 え る か

らである ． 粘膜固有層に お け る癌細胞の P C N A 陽性

率が高い 傾向を 示 す 理 由 と し て 次 の 三 つ が 考 え ら れ

る ． 第 一

は粘膜固有層は も と も と胃癌細胞増殖の 原 発

部位であ り
，
細胞増殖 サ イ ク ル 内で活発 に 増殖す る細

胞が多く ， こ れが P C N A 陽性率 を上 げて い る こ と ．

第二 は粘膜固有層で は ， 成長 因子 が 豊富 で あ り
，
こ の

影響のも とで
，
P C N A の m R N A が 安定化 し

20，
，
こ の

ため D N A 合成 と関係な く P C N A が 蓄積 ， 増量 し て い

る こと ． 第三 に は癌細胞 に 近接 す る非腫 瘍細胞 は異常

に P C N A 陽性細胞化す る
4一
の で こ の P C N A 陽性細胞

を P C N A 陽性癌細胞 と誤判定 して しま う こ と の 三 つ

である ． お そ らく 生体 に お け る細胞増殖活性 に は複数

の因子が複雑に 関与 し て 影 響 を 与え て い る も の で あ

り
． 特に 成長因子 の 役割 に つ い て は今後 の 検討す べ き

課馬と考えられ る ．

結 論

70 才以上 の 老年者胃癌15 症例 と39 才以 下の 若年者胃

癌15症例の P C N A 陽性率 を検討 し
，
以 下の 結論 を得

979

た ．

1 ． 若年 者群 の 癌細胞 P C N A 陽性率は粘膜固有層

で28 ． 9 0 士2 2 ． 5 9 ％， 粘膜下層で2 3 ．4 0 士2 4 ． 0 8 ％ ， 老年

者群 の それ は28 ． 3 2 士15 ． 4 8 ％ ， 2 6 ． 0 2 士1 4 ． 7 1 ％ で あ

り ， 両者間 に 有意羞 は なか っ た ．

2 ． 若年者胃癌の 印環細胞癌は他の 組織型の胃癌に

比 べ 有意 に P C N A 陽性率 が低 か っ た ．

3 ． 老 年 者 胃癌 p a p は 若 年者胃癌 p o r に 比 べ

P C N A 陽性率が 有意 に 高値 で あ っ た ． しか し
， 組 織型

別に 老若症例 を合わ せ て検定す る と p a p と p o r の 間

に は 有意差 は な か っ た ．

4 ． 組織型や 年齢 ，
部位 に 拘ら ず P C N A 陽 性率 は

ばら つ き が 大き く ， 変異係数が異常に 大き い こ と が 最

大の 特徴 で あ っ た ． こ の こ と は癌細胞が不規則 ， 不 均

等に 増殖 す る こ と を 示 唆し て い る ．
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